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平成２６年度第３回宝塚市パブリック・コメント審議会議事録 

 

１ 開催日  平成２７年１月１９日（月）１０時００分～１０時４０分 

２ 開催場所 宝塚市役所３階 特別会議室 

３ 出席者  委員８名、事務局３名 

４ 議事 

（１） 平成２６年宝塚市諮問第１４号「平成２５年度パブリック・コメント手続の

実施及び運用状況の評価について（答申）（案）」について 

   

      

○事務局       ＜開会＞ 

            出席者委員の報告。８名中全員出席で、審議会は成立。傍聴希

望者はなし。 

○会長         前回の審議会での意見を元に、平成２５年度パブリック・コメ

ント手続の実施及び運用状況の評価の答申案を取りまとめた。本

日は、答申案を審議し、最終調整後、後日市長に答申する。 

まず、事務局から答申案について説明してもらう。 

○事務局        １番目に昨年度実施したパブリック・コメントの全体的な意見

を、２番目にパブリック・コメントを実施しなかった案件を、３

番目に１番目、２番目の内容を踏まえ、適切な運用である旨の結

論を、４番目に昨年度実施したパブリック・コメントの個別評価

を、最後に審議日程と委員名簿を記載している。 

○会長         事前に読んでいただいていると思う。追加、修正等意見はある

か。 

○委員         個別案件評価の案件１「子どもの人権擁護のあり方（案）につ

いて」の評価コメント２行目「図表等の使い方について、読みや

すくする配慮があり評価する。」を「図表等の使い方について、読

みやすくする配慮がみられ評価する。」と表現する方がよい。 

○会長         確かに表現が柔らかくなる。修正することでよいか。 

○委員        （全員同意） 
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○会長         その他は原案のとおり、答申することでよいか。 

○委員        （全員同意）。 

○会長         答申は、一か所修正とする。 

            今後の宝塚市のパブリック・コメントの進むべき方向性として、

事務局は次の点を意識してほしい。 

①募集や公表において、専門用語は脚注で解説するなど市民に分

かりやすい表現に努めるよう指導する。 

②他市の状況を調べ、良いところは取り入れる。 

③パブリック・コメントの内部効果として、ＰＤＣＡサイクルに

役立つものであること、外部効果として、市民との情報共有により、

市民参画と協働に寄与するものであること。 

④現在、パブリック・コメント除外となっている案件の運用につ

いても、時代の趨勢をみながら、議論をすべきこと。 

答申案については、修正後のものを各委員に送付し、最終確認の

うえ異議がなければ、市長に答申する。日時は、２月１０日（火）

１５時である。 

本日は、これで閉会とする 


